
黒海で見た日食：＜豪華客船の旅＞

それは2年前の夏に送られてきた一通の案内状から始

まった。 差出人はテッド・ ペダス氏。 国際プラネタリウ

ム協会(IPS)で面識があり、かなり以前からクル ー ズ

で曰食を観測するツァ ー を企画している人物である。

ヨ ー ロッパを横断する1999年の皆既日食は、かねがね

是非見たいと思っていた。 見るならばエキゾチックなト

ルコがいいとも者えていたのである。 けれどもペダス氏

の資料を見ているうちに、無性に心惹かれるものを感じ

だのである。 97年中に申し込めば25%の割引があるとい

うのも魅力であった。

実は95年頃にひょんなことから日本を代表する棗華客

船「飛烏」28000トンに乗船する機会があった。 三泊四

日のクルーズ体験は船旅に対する私のイメージを180度

変えてしまったといっていい。 翌年には1万トン弱とひ

とまわり小さな「オセアニア ・ グレ ース」に乗船する機

会にも恵まれた。

それまでは学生時代に経験した伊豆七島を航行する、

あの咽吐の臭いに蒸せかえる臭いの中で毛布にくるまっ

ていた思い出や、 荒海をヨットで航海した楽しくも苦し

い思い出しかなかったのである。

「飛鳥」や「オセアニア ・ グレー ス」は、 海にいるこ

とを忘れさせるような別天地であった。 まきれもなく海

の上であり、海のすばらしさを満咲させてくれる全く次

元の異なる世界といっていい。 ラウンジでは毎日エンタ
ーテイメントやフォ ーマルに身を包んだパ ーティ ーが開

かれている。 講演会やカルチュア ー ・ スク ールのプログ

ラムも目白押しに組まれているのだ。

白波の立つ世界に冠たる冬の太平洋を航海していて

も、 殆ど揺れを感じさせることはない。 都会の一流ホテ

ル以上のサー ピスが常時提供され、エレペ ーターも完備

している。 荷物は自宅からの宅急便で船室の中まで運ば

れるので、一切手にする必要がない。 車椅子で同処へで

も行ける。 贅沢過ぎるのは確かだが、 障害を持つ人やお

年寄りには理想的な旅といっていいかも知れない。 ....

値段を別にすれば。

そんな折りの、日食クルー ズヘの誘いであった。 さら

に2カテゴリーのアップグレ ード・サー ピスもあるとい

う。 つまり、25%引きの料金でさらにエコノミ ー券でピ

ジネス・クラスに乗れるようなものである。 計算すると

合計で30%もの割引ということになる。 案内文を持つ僕

の手は感動で震えていた。（ ・ ・ ・ ・ でもないか）

これに甲し込まないのは「犯罪だ」。 これが慢の結譲

だった。 夏休み中、会う人毎に、 誘ってみた。「ねぇね

ぇ、棗華客船で日食見に行かない？エ ーゲ海クルー ズだ
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よ。 黒海へ出て8食みるんだよ。 雲の無いところへ自由

に動けるから講れる確率が高いよ。 イスタンプールも行

くんだよ。 オデッサやヤルタなとウクラナイナにも行く

よ。 なかなか行けないところだよ。 まるでアルゴー船の

旅だよ。 ギリシャも罷光できるよ。 船っていいよ・・・・」

後から分かったことだが、実際にこのコー スは普段か

らギリシャ神話のアルゴー船の冒険をもじった「ゴール

デン ・ フリー ス（金羊毛）の旅」という愛称で売り出し

ているらしい。

しかし、反応はイマイチであった。「いい写真が慣れ

ないじゃない。 船酔いはやだなー。 高いじゃない。」「だ

いじょ ー ,Siだよ。 中身を者えれば信じられないくらい安

いんだよ！」そんな会話が多かった。

秋になり、 ともかく申し込む準備をしておかなければ

ならない。 改めて参加者をつのると三四十人の仲間が集

まった。 年末には一人600ドルを築め41人分の預託金を、

ニュ ーヨ ークのロイヤル・ オリンピック・クル ージー ズ

社に送った。 1ドル130円という罷悪の為替レートであ

った。 乗り込む船の名は「ステラ・ソラリス」号。 名前

がいい。 日本語に訳せば「星陽丸」とでもいおうか、縁

起のよさそうな名前である。

98年覆れから99年春の叢終払い込みに近づくにつれて

参加できない人がぽつぽつと現れた。 我閃50歳前後の者

にとっての1年半の間には家族や会社の環境には大きな

変化が待っているのある。 当然と云えば当然であろう。

それでも同とか代わりの参加者を紹介してもらったり

しながら、罷終的に39人の参加者が確定したのは出発2

カ月を切った6月半ばであった。 船以外の往復の飛行機

や観光のチケットは一年以上前からJTBに依頼してあっ

た。 しかし、 囮段の折り合いがつかす、マップ・インタ
ー ナショナルにお願いすることになった。 同せ、一人当

たりの見積額が10万円も違ったのだが、結果的には非常

に満足している。 中身には殆と差がなかったと思う。

7泊8日のクル ー ズのみで他の観光は一切やらないグ

ル ー プとクル ー ズの後、一週間のギリシャ観光を加えた

グル ープの二つに分けた。 前者は総日数が108、後者は

15日である。 それぞれ11人と28人となった。 参加者の年

齢は6歳から75歳と広い範囲にわたっている。

春から出発前にかけては船室カテゴリーの移動やそれ

に伴う料金の変更、乗船手続きに伴う連絡など頻繁にメ

ールのやりとりを行った。 インター ネットの便利さをい

やというほど味わった。 E-mailは恐らく50通ほどにも

達しただろうか。 お陰で日本人船員や8本語の解る現地

ガイドも手配してもらえた。



今回の日食はあまりまじめな観測を者えないことにし

た。 ピデオやカメラのファインダー を見ているうちに日

食が終わってしまった・・..ということだけは避けたかっ

た。「本物をしっかり見る」といことを目漂にしたので

ある。 参加者の殆とがそうであっだ。 私を含め1973年に

理科大隊に参加したメンバ ーも多い。 あのときは5分も

皆既時間があったのだが、 殆どカメラや観測機材に行動

が支配されてしまっていた。 ましてや今回は2分しかな

し＼。

コロナを肉眼で詳しく見たいという欲望がある。 私は

3月に笠井トレ ー ディングに分割搬送が可能な□径32 C 

mのドブソニアン望遠鏡「Ninja」を発注してあっだ。

かなり危険だがプロミネンスやストリ ーマーの微細溝造

を罷望したいと者えたからである。 夜の観望会も面白そ

うである。

NASAの情報では8月の黒海の波の高さはせいぜい50 C 

m程度という。 殆ど揺れないと考えていい。 低倍率で見

るドプソニアンなら船上観望が可能なのである。 同じ船

「ステラ ・ ソラリス」に請師として乗り込むアテネのプ

ラネタリウム館長デニス ・ シモポウロス氏に問い合わせ

たところ「全く問題ない。 私にも見せてくれ。」との返

事がきている。 ドプソニアンが完成して送られてきたの

が出発2日前の8月3日であった。 思ったより美しい仕

上がりである。

8月5日我内は機上の人となっだ。 早帰りグル ー プは

エ ール ・ フランスでパリ経由、 ゆっくりグループはジン

ガポ ー ル航空でシンガポール経由である。 成田では、 パ

リ経由でル ーマニアに向かう国立天文台の谷川さんとば

ったり出くわした。 お互いに睛れることを祈る。

シンガポールでは乗り換え時間の間に航空会社が用意

してくれた観光ツア ーに参加、 主な名所を見学する。 夜

の運河クル ーズはなかなかの趣向である。

翌日の早朝、 アテネ到雹。 早速バスに乗りパルテノン

の神緞から昇る太陽を見る。 国会と衛兵の交代、 活気あ

る市場を見て回り10時半ごろには船が出港するピレウス

港に到誓。 乗船手続きに並,Si。

乗船□でジュ ースのサ ー ピスを受け、 歓迎の演奏の中

を乗船。 ルーム ・ キ ーを貰って、 船室に落ち善く。 我閃

のメンバ ーは、 畏上等のスイ ー トAからスイ ー ト B 、 ス

イ ー トCそしてデラックス ・ ツインの TA及びファミリ
ー用の部屋 B が与えられている。 殆どが浴渭付きのアッ

パー ・ クラスである。

「ステラ ・ ソラリス」号は最大乗客数700人弱、 船員3

30人のフォ ー ・ スタ ー(4つ星）クラスの客船である。

全長166mで18000トンである。 このくらいの大きさにな

るとうねりもまだいでしまうので、 ます揺れることはな

い。 乗客の殆どはアメリカ人の客で、 シカゴのアドラー
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ブラネタリウムは館長のナッペンバ ーガ ー博士以下200

人を越える団体を組んでいるという。 ロスアンゼルスの

グリフィス天文台クラップ博土も50~60人の団体で参加

だそうである。 エドウィン ・ クラッブ氏はスカイ・ アン

ド ・ テレスコ ーブにも連叡を持つ天文民族学や者古学の

大家であり、 今回の日食観測のコマンダーでもある。 こ

れらの著名人は毎日開催される数閃の講演会の講師も努

めることになっている。 他にもマサチュ ーセッツ工科大

学 (MID 、 ダートマス大学なとのグル ープも加わってい

る。 日本人は我閃の他に一組のご夫妻と、女性船員1名、

合計42名で、 アメリカ人に次ぐ人数であった。

「ステラ ・ ソラリス」は予定どおり午後一時に出港し

た。 ます、 非難訓練が実施される。 非常放送が流され、

救命具を誓て自分の救命ポ ー トの前に集合するのであ

る。 それを船長以下パ ーサー達が確認して歩く。f莫の救

命ポートには、 先にも紹介したアテネのユ ージニデス財

団のプラネタリウム館長デニスと一緒だった。 彼はヨ ー

ロッパ・地中海プラネタリウム協請会のIPS (国際プラ

ネタリウム協会）担当の代表であり同じく日本プラネタ

リウム協会(JPS)のIPS担当を務める僕とは度々会って

いる。 ステラソラリスの船長も顔見知りらしく船長がね

んごろに挨拶していた。 廊下でこれもIPSの評狙員をや

っているオレゴンのジョン ・ エルバートと出くわした。

「ヨ！」と挨拶する。

最上階の甲板に出る。 目の前にはエー ゲ海プル ーの海

が広がっている。 白波が立っている。 向かい風が強い。

身体が押し戻されるほとだし、 マストやアンテナから風

の音が醤いてくる。 船は一路エーゲ海を北上し、 ダルダ

ネス海峡、 マルマラ海、 そしてポスポラス海峡にあるイ

スタンプー ルをめさした。

訪問地はトルコのイスタンプール、 プルガリアのネッ

セプル、 ウクライナのオデッサとヤルタである。 港、 港

にはツァ ー用のバスが待機していることになっている。

最初の寄港地イスタンプ ー ルに入港する。 エキゾチッ

クな雰囲気に期待で胸が膨らむ。 一番楽しみにしていだ

場所だ。 クル ー ズ会社の手配で日本語ガイドや通訳の協

カで観光名所を回る。 トブカプ宮殿ではスルタンの宝物

やモハメッドの足跡や髭を見たが・••ぇ！本物かな？・

と、 ショ ーウィンドウを覗き込んで歩く。 トルコ絨毯を

見るときの女性達の眼差しは真剣そのものであった。

ネッセプルは接岸できないので、 救命ポートをテンダ
ーとして使った。 黒海沿岸の古い町は古代ギリジャや古

代ローマの植民都市であった所も多い。 そんな町を見て

歩く。 船の中での夜の衣装は毎晩指定コードが決められ

ている。 この日の晩はフォ ーマルである。 男性はタキシ
ードかダーク ・ スーツ、 女性はイプニング・ドレスを善

なければならない。 僕も彗慣れぬタキシードを善た。



やはりタキシ ードに身をつつんだ船長がパ ー ティ ー会

場の入り0に立ち、 一人一人渥手して出迎えてくれる。

シャンパンやカクテルなどが用意される。 たまには気取

るのも面白い。

オデッサの港の正面にはあの名画戦鮨ポチョムキンに

も出てくる虐殺の階段「ポチョムキンの階段」がある。

フランス風の街並みを見て、 午後はオペラ ・ ハウスでバ

レーを見る。 ステラソラリス乗船客のための特別ブログ

ラムが上演された。 ショパンの音楽に合わせた古典バレ
ーと歌劇カルメンのハイライトをモダンバレーにアレン

ジしたものである。 特に後者の出し物はそのきびきびし

たカルメンの踊りに圧倒された。 桟敷にあるロイヤル ・

ボックスで王侯貴族の気分を味わわせてもらう。

ャルタの見所は勿綸、 ル ー ズペルト、 チャー チル、 ス

ターリンによるヤルタ会談が行われた宮骰や、 地域の司

政官が避暑に使った宮殿などを見て歩く。 暑い。 大ジョ

ッキー杯1ドルの生ピ ールの味と安さに感動する。 同せ

ミネラルウォ ーター（航入品だが） 一 本が4ドルもする

のだ。 黒海でひと泳ぎする。 埠頭を一足先に接岸してい

た客船「ピスタ・フィヨルド」が出港していった。 ファ

イプスタ ー・ブラスという罷高ランクに評価され、 世界

で隅も美しい船の一隻として知られている。 なんとも乗

ってみたい船である。

翌11日、 いよいよ日食の日がやってきた。 黒海は凪で

ある。 360度雲 一つ見あたらない。 縮紐じわの海を観測

ポイントに向けて静かに移動している。 ドプソニアン望

遠譲のNinjaを組立て、 甲坂に運ぶ。 プ ール・デッキと

トッブ・デッキには観測場所を確保しようと人閃が集ま

り始めている。 デッキのスペースは十分であまり心配し

なくて済みそうである。 GPSを使って同回も現在地を確

認する。

行く手にはいつのまにか船が4隻ほと集まっている。

双眼鏡で確認すると我々の船と同じマ ーク、 つまりロイ

ャル・オリンピック・クルージーズ社のワ ールド・ルネ

ッサンス他3隻と冨険クルー ズでうっているマルコポー

0である。 この船には スカイ ・ アンド ・ テレスコ ー プ

が企画したツァー乗客が乗り込み、 大勢のアメリカの友

人達が参加していたことを後で知っだ。 排水量2万トン

のマルコポーロは元々ソピエトの船で砕氷能力が高くへ

リポートまであるそうだ。

ステラソラリスは屋上が開け広い甲板となってい

る。 煙突の煙を避けてか一階下のプール後部にある甲板

で観測しようという人たちが多い。600人を越える乗客

は思い思いの滉所を決め、 皆既にのぞむ。 比較的ゆった

りとした場所を選ぶことができた。

いよいよ太陽が欠け始めた。 けれどもあまり緊張感は

ない。 まじめな親測をしようとかすごい写頁を渭ろうと

いう人が殆ど居ないようだ。 何よりも楽しもうとする人

々ばかりである。 日食メガネだけを持っている人たちも

多い。 時刻と食分率を告げるコマンダーであるクラップ

氏の声がスピ ーカ ー から醤いてくる。「第二接触まであ

と・ ・ 分」、 薄暗くなりはじめた黒海に消えて行く。

太陽はいよいよ細くなってきた。 あたりが暗い。 金星

が見えている。 人々が興奮し始める。 やがて、 皆既とな

る。 直前からコロナが見え始めるとあちこちから歓声や

悲鳴があがる。 その音は雀くこともなく無限に広がる絹

のような海の上に消えていく。 遥か遠くに見える他の船

舶でも同じ歓声があがっているはすなのだが、 同も聞こ

えてこない。 我閃の船だけの孤立した也界がある。 回り

中見渡す限り陸の見えない地平線付近がほんのり橙色に

色づいて薄明かりになっている。

急いで双眼鏡をII�り出して太陽を覗く。 この日のため

に手に入れておいたツァイスの6X42ダハである。 僕の

宝物だ。

極大期コロナはまさにひまわりのように広がってい

る。 複雑に入り組んだストゥリ ーマ ーが無数に見えてい

る。 黒く丸い月の周りは輝くピ ー ズのようにブロミネン

スが囲んでいる。 確かに美しい。 以前にも見たはづなの

に、 こんなにも美しいものかと改めて驚く。 周囲の歓声

の中に自分の歓声、 いや歓喜の悲鳴が混じってゆく。

三脚に蔚せたピデオをセットし撮影ポタンを押すと、

今度は急いでNinjaに飛びつき、 はやる心を抑えながら

太陽に照準を合わせる。 間違いなくこの船で霞大の望還

鏡である。 いや、 ひょっとすると僕は今回の日食を観察

している世界中の観測者の中で限大0径の望還絹で肉眼

観察しているのかも知れない。

焦点距離40mmの広視野アイピ ースに目を移す。「・・

・・・」息を飲むとはこのことだ。 黒い太陽の周りには強

烈に輝く無数の筋が入り乱れている。 伺と表現したらよ

いのだろうか。 その強烈な光はまるで「キ ーン」と金属

音を発しているような錯覚を覚える。 太陽表面のあちら

こちらから生じている数え切れないほどのストゥリーマ

ーが複雑に交差している。 沢山の活動領域があるのだろ

うか、 周緑のあちらこちらにはまるでタマネギの皮のよ

うなドー ム構造が形成されている。 以前どこかで見たこ

とがある。 確か五藤光学の大型映像フィルム「黒い太陽」

である。 マウナケア山頂でNHKハイピジョン望還カメラ

で撮影したコロナの映像とオーバーラップする。 あのと

きは量り空で悔しい思いをしたことを思い出す。

急いでピデオ ・ カメラのところへ戻る。 ファインダー

を覗き、 視野を修正する。 皆既中は振動を抑えるため、

船のエンジンは同」1限に抑えられている。 けれども潮に

流されるのだろうか、 ほんの僅かだが船が少しすつ万位

を変えていくからである。

再び望遠鏡へもとり、 太陽の周縁に沿って望還鏡を動
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かす。 誰か側にいる仲間に見せてあげたいと思ったがだ

れもいなかった。 もっとも望遠鏡での骰望については誰

もさそってはいない。40名近くもいるメンバ ーに声をか

ければたった2分の間に全員が見るのは無理だと思った

からである。 また、 並んだりすれば、 そのために各自で

見る機会を失ってしまいかねないと危惧したのだ。 不公

平も起こるに違いない。 だいいち危険極まりない。 ・ ・

そう者え、それぞれ自分で者えた方法で日食観測（観察）

をしてもらうことにしてあった。

それにしても、本当は誰か他の人にも見てほしかった。

済まないと思いながら望還鏡を占領する。 視野を移動さ

せていくと様々なプロミネンスが入ってくる。 同と中空

に浮かぶプロミネンスがある。 そこから滴のように太陽

表面に向かってガス？が延びている。 プロミネンスによ

って微妙に明るさが違っている。 中空ブロミネンスの左

下の視野に見えるプロミネンスは眩しいほどに明る＜強

烈なピンク色に輝いている。 ストゥリーマ ーはまるで圧

カのかかった白い紙が微妙な陰影を示すようにカープを

描きながら外に向かって延び、 薄くなり、 やがて太陽系

空間に向かって消えて行く。 そう、 その様子はまるで運

動会や学芸会の飾りに使う花飾りにも似ている。 けれど

も遥かに複雑だ。 そういえば確か、 東北大学の斎藤先生

が「バレリ ーナのスカート」と表現されだが、 まさにそ

れである。 だが赤道付近に限られているわけではない。

だから花飾りに近いのだ。

やがて、 太陽の一方のリムが明るくなってきた。 急い

で視野をはすし、 望還鏡での観察を終える。 口径32cm

では、 まともに太陽を見れば瞬時に失明してしまう。 ダ

イヤモン ・ ドリングとて油断ができない。

だった4、50倍ではあるが、 日食観察としては明る＜

高Iき率での観察がこんなにも刺激的だとは思いもよらな

かっだ。 しばし呆然とする。 やがて、 拍手が起こる。 み

んな満足したのだ。 英語が飛び交い、 お互いの印象を語

り合っている。 第三接触を過ぎだとはいえまだ暗い。 青

黒い空に細い太陽とその近くに金星が輝いている。 内合

近くの金星をこんなにも高い空で見ることができるのは

日食ならではといえよう。

みんなを呼び集め、 望還鏡でコロナを見せてあげられ

なかった償いに、 金星を見て貰うことにした。 ファイン

ダ ーから主鏡のアイピ ースに目を移すとそこには黒い空

にギラギラと白く輝く鎌のような細いヴィ ーナスの姿が

見えている。 普段見慣れたシンチレーションに揺れる内

合前後のそれではない。 びたりと動かない。 研ぎ上げた

ばかりの鋭敏な鎌を見るようである。 その美しさに感嘆

の声を上げたアメリカ人もいた。

ところが、 メンバ ーでもある年輩のご婦人に見て貰っ

たのだが、視野には太陽が入っていて金星が無いという。

不審に思いながら代わりに覗いてみる。 ....ん！ ・ ・..間

違いなく頁ん中に金星が見えている。 ····?。

サングラスを通して眺める欠けた太陽と同じものが見

え、 金星ではなく太陽と思いこんだのだった。 大笑いし

てしまった。

お盆にシャンペンが次がれた沢山のグラスを載せ、 甲

板を歩き回っているポ ーイさんたちがいる。「しまっ

だ！」急いで、 シャンペンを寅いにいくがみんな空のグ

ラスである。 船上の人閃は全員とっくに飲んでしまった

らしく、 何処へいってもシャンペンは空になっていた。

これが楽しみであったはづなのに••••最大の不覚であっ

だ。

空はとんどん明るくなり、 金星は胃空に溶けていって

しまった。 今見たばかりの皆既日食なのに、 昔のような

気がしてくる。 コロナの記憶がどんとん薄れてゆく。 こ

れまた•••しまった揮発性メモリーに入れてしまった。 凄

かったという印象だけが残る。 ....それでいいのだ。

皆既日食にはもうドプソニアン望遠鏡が手放せなくな

るだろう。 こんどは5分位見ていだい。

夜は再び衣服コ ードがフォ ーマルであった。 タキシー

ドやカクテル ・ ドレスに身をつつんだ紳土淑女たちが、

夕食にのぞむ。 アコ ーディオン、 ヴァイオリンを演奏し

ながら楽員たちがテープルを回る。 仲間のテープルがに

ぎやかになっている。 テープルにはケ ー キが置かれ、 楽

員がひときは華やかに演奏している。 特別なシャンペン

が抜かれブレゼントまで運ばれている。 皆既日食を見だ

今日は我閃杉並区立科学教育センターから参加しだ浜村

さんの誕生日なのである。大勢の人閃から祝福を受ける。

クルーズでは乗船客の記念日を予め調盃し、 みんなでお

祝いしてくれるのである。

暗くなった窓の外には、 宝石のような夜景が流れてゆ

く。 幅たった数百メートルのボスポラス海峡に入った。

ここにはかつてシュムプレガンデスく青い環岩、,5iつか

り合う岩＞があったという。アルゴ ー船の難所であった。

今、 両側を流れていく美しい夜景は東洋と西洋の接点イ

スタンプ ールの街である。 そして航路を塞いだ岩に代わ

って東西を結15鴻がかかっている。 勿詰この時はやがて

起こる大地震のことは想像さえもできなかつだ。

翌朝、 かつてトロイのあったヒッサルクの丘を遠くに

望むダルダネス海峡を静かに進んで行く。 この海にギリ

シャ軍が集結したという。3000年前のことという。 ・ ・ ・ ・

つわものどもが夢の後•••である。

夕刻ミコノス島に上陸し島内のレストランで夕食をと

り、 島を後にする。 夜半過ぎはペルセウス座流星群を見

ょうと思うが、身体がついてゆかない。上部甲板に上り、

とりわけ大出現はないことを確かめるとペッドに個れ込

み、 翌朝ピレウス港入港で目を覚ます。 7;888のクル

ーズが無事に終了したことを知る。
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下船手続きを終え、 早帰り組と分かれる。 残った28人

は、 バスでアポロンの神託で有名なデルフィ ー遺跡へ向

かう。 夜にはアテネヘ戻り、 国立考古学博物館では念願

のアンティキシラのメカニズムと対面する。 ガイドも知

らないこの機械は、 紀元前80年ごろ製作された展古の天

文計算機 、 そしてブラネタリウムの元祖なのである。

翌日飛行機でクレタ島へ渡り、 クノッソス神殿を見て

宿泊。 そしてゼウスが生まれ育ったと伝えられるディク

ティ洞窟見学、 さらにエ ー ゲ海の浜辺で泳いだりしてア

テネに戻る。 スニオン岬のポセイドン神股で日の入りを

見る。 夕日を受け神殿が朱色に染まる。 荘厳な一時であ

る。

毎晩のことだが、 夕食はエ ーゲ海料理というのか豊富

な魚貝類に舌鼓を打つ。 日本人にあうのだ。 そしてピー

ルやワインが旨い。ギリジャ ・ ワインは安くて味がいい。

その翌朝トルコ地震を知る。 我々はバスで南下、 コリ

ントスの遺跡、 ミケ ーネの遺跡を訪ねアテネに戻った。

こうしてアテネ3泊クレタ島1泊の計4泊5日の旅を終

え帰国したときは8月19日となっていた。

8月5日に出発し、 全てに恵まれ、 あっと云う間の15

日間であった。 途中同人か病人も出、 40度の熱で4日間

も寝込んだメンバーもいたが、 船は便利である。 ちゃん

と目的地まで運んでくれるし、 心配した医者が伺回も往

診してくれた。

帰国しても、 幸いにも僕の机はまだあった。

それにしても、 躙滉に復帰して一週間というものは浦

島太郎のような心地であった。

時差の影蓄があったのは勿詰だが・••。
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